










































































































































































































































































































































































































質問区分 ① ② ③
やめた理由 農業活動をやめた理由
専門スタッフ確保困難　49.2％
知識・技術がない　40.0％
土地がない　28.8％
資金がない　34.2％
本人や家族がやりたがらない　30.5％
協力農家がない　15.3％
心配な点 知的障害者を雇用することで心配な点
事故が起きた時の責任　72.7％
仕事以外の生活の面倒　53.4％
高齢化した時のこと　25.0％
給料水準の問題　5.7％
その他　13.6％
資料：各資料より作成。
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農福連携に関する既存調査の複合的検討―アンケートの回答と自由記述の回答からの検討―／小泉　隆文
含め、できる作業がある」「作業が多種にわたっている」
「単純作業が多い」があげられている。育苗ポットに１
つ１つ種を播くという細かい作業もあれば、用具を洗
浄する作業やミニトマトの収穫、収穫したものをいれ
る袋にシールを貼る作業など、同じ作業を延々と行う
作業もあり、その人の特徴や得意なものに照準をあわ
せて作業を行うことができるのが農作業である。この
ことは、作業ペースについてもいえることで、「自分の
ペースで取り組める」という自由記述がある。スピー
ドを要求される作業を好む人がいる一方で、自分のペー
スでゆっくり作業をすることを好む人いる。これらを
作業する人の適性に合わせることができるのが農作業
である。以上のことが、知的に障害のある人にとって
農業が向いていると考えられる理由である。
第2に考慮すべき点であるが、先ほどの結果から、工
夫している点についての記述があった。作業を教える
際には「職員が常にそばにつく」「実際にやってみせる」
「絵や図で説明する」という自由記述がある。言葉だけ
で作業内容を理解するのは難しい人がいる中で、言葉
だけではなく視覚的に理解できるよう工夫したり、1度
きりではなく何回も教えることで作業を身に着けても
らえるよう工夫していることがうかがえる。1度作業が
身についてしまえば、効率も良くなることが期待でき
ることから、知的に障害のある人には根気よく作業内
容を指導することが求められるといえよう。
また、使う道具についても工夫がみられている。授
産作業でも補助具を使用する例はみられるが、農作業
も同様である。自由記述では「札やテープで作物を識
別する」「はかりに250g、300gなどの印をつける」な
どの意見がみられる。袋詰め作業では重さを測り、決
まった量だけを袋詰めする作業があるが、はかりに印
をつけ、はかりに農産物を載せて印のところまで来た
ら袋に入れることを教えると、知的に障害のある人に
とっては作業が行いやすい。重さの概念の理解が難し
い人にとっては、針が印のところまで来たら袋に入れ
る、とシステマチックに指示したほうが良い場合が多
いと思われる。
また、地域との関係や社会参加という面についても
ふれてみたい。地域とのかかわりを重視する自由記述
もみられており、「販売を通じて交流する」「農家から
職員への技術指導」「作業の受委託をする」という意見
がみられる。知的に障害がある人は社会参加する機会
があまり多くなく、そのことが原因で近隣住民と接す
る機会も多くない場合が多い。また、知的に障害があ
る人が属している福祉事業所が、いったいどのような
施設なのか、何をしている施設なのかも、まだまだ近
隣住民に知られていない例もある。しかし、地域で暮
らす仲間として、地域住民に自らの存在をアピールし、
地域に理解をしてもらうことはソーシャル・インクルー
ジョンを進めるうえでも必要となってくると思われる。
すべてを福祉事業所や関連機関、関係者などで完結
するのではなく、自分たちには難しい農業技術の修得
や、生産した農産物の販売策の確保などは、地域住民
という社会資源にゆだねても良いのではないだろうか。
そのような社会に働きかけていくことがソーシャル
ワークであり、それをつくっていくツールとして農福
連携は有効なものであると思われる。
注
１）大澤史伸（2010）『農業分野における知的障害者の雇用促
進システムの構築と実践』みらい、などにくわしい。
２）ノウフクホームページ（http://noufuku.jp/about）
３）自然栽培パーティホームページ
 （http://shizensaibai-party.com/）
４）農林水産省ホームページ
 http://www.maff.go.jp/j/keikaku/ifukushokunou.html
５）農林水産省ホームページ
 http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kourei.html
６）農林水産省生産局H29資料『生産局農産物・畜産物の調達
基準を踏まえた 農林水産省の取組状況について』
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